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資料①   キューバ大使館「記者会見」内容                                          

 

2012 年 10 月 5 日、日本外国特派員協会において、アン

ドレス・ゴンザレス・バジエステル駐日臨時代理大使によ

る、下記の内容（当日配布された発言内容）での記者会見

が行われた。参加者は私たちクバポンの 2人（松矢・細谷）

を含め、30 人超の盛況であった。なお、当日は「フィデル・

カストロ自伝 勝利のための戦略 キューバ革命の闘い」

の出版記念会も併せて行われた。 

 

第 67 回国連総会での決議案 

「アメリカ合衆国による対キューバ経済・貿易・ 

金融封鎖を終わらせる必要性」について 

 

 2012 年 11 月 13 日、連続 21 回目になるが、キューバは

国連総会に「アメリカ合衆国による対キューバ経済・貿易・

金融封鎖を終わらせる必要性」と題する決議案を上程する。 

 

 昨年は 186 の国連加盟国がこの決議案に賛成した。この

ことは、封鎖解除を求める闘いが国際社会の圧倒的多数に

認められ支持されていることの明白な証拠である。 

 

 キューバに対する経済・貿易・金融封鎖は、その撤廃を

求める国際社会のほぼ全会一致による度重なる要求にも関

わらず、継続され強化されている。 

 

 オバマ大統領による移住キューバ人の渡航と送金に関す

る一部の規制緩和は、キューバに対する封鎖政策を形成す

る法や規制の複雑な網の目を変えるものではない。さらに、

アメリカ市民のキューバへの渡航禁止は、極めて厳しい規

制の下での非常に制約された例外を除いて、維持されたま

まである。 

 

 封鎖の域外適用が異常なまでに強化され、キューバと経

済・貿易・金融関係を持つ、あるいは持とうとする第三国

の市民や企業に対する制裁や追求が強まっている。 

 

 キューバの国際金融取引への域外での追跡が強化され、

そこには多国間協力機関によるものまで含まれているが、

これはアメリカの現政権による封鎖実施の特徴の一つとな

っている。 

 

 今年アメリカ政府はオランダの ING 銀行に対し、キュー

バと米ドルでの取引を行ったとして6億1900万ドルの罰金

を科した。これはキューバとの商業関係を維持したことに

対して外国の銀行に科せられた罰金として最高額のもので

ある。アメリカの外国試算管理局アダム・スズビン局長は、

その機会を利用して、キューバと関係を持つ外国企業に、

この罰金は「アメリカの制裁を回避しようとする何者に対

しても明白な警告となるべきものである」と警告した。 

 

 キューバに対する封鎖は引き続き、世界のある一国に対

して行われる最も不当で広範囲にわたり、最も厳しく、さ

らに半世紀前からという最も長期にわたる一方的、強制的

制裁システムとなっている。 

 

 国際人道法は例え戦時中であったとしても、必需品の食

料や薬品に対するあらゆる種類の封鎖を禁止している。そ

れにもかかわらず、キューバは、食料や薬品さえも第三国

の米企業の子会社から輸入できないでいる。 

 

 封鎖は国際法に違反し、国連憲章の目的と原則に反し、

主権国家の平和・発展・安全保障の権利を侵すものである。

その本質と目的の上で、一方的な侵略行為であり、国の安

定への恒常的な脅威である。 

 

 封鎖は国民全体の人権に対する大規模で系統的、明白な

侵害である。またキューバへの渡航の自由を奪うことによ

り、アメリカ国民の憲法上の権利をも侵害する。さらに、

その域外で適用される性格から、他の多くの国家の主権を

侵害する。 

 

 アメリカ合衆国による対キューバ経済・貿易・金融封鎖

がキューバ国民に直接及ぼした経済的被害は 2011 年 12 月

までの段階で、非常に控えめに計算しても、時価にして1080

億ドルを超える数字となる。 

 

 国際金融市場での金に対するドルの下落を考慮するなら、

キューバ経済の被害は1兆660億ドルを越えることになる。 

 

 封鎖は引き続き、犯罪的、非人間的な政策であり、道義

的に支えられないものであり、主権と独立、自由な自決権

を守るキューバ国民の決意を挫くという目的を達成できな

かったし、これからも出来ないであろう。しかし、国民に

欠乏と苦悩をもたらし、国の発展を制約し遅らせ、キュー

バの経済に深刻な害を与えている。封鎖は、キューバの経

済社会発展の主要な障害となっている。 

 

 封鎖はアメリカ国内でも国際社会でもますます批判が増

している政策である。 

 アメリカはこれ以上遅らせずに、無条件で封鎖を撤廃す

べきである。 

 

 キューバは、多国間貿易システムの基準、通商と航海の

自由、国連憲章と国際法の原則、国内法の域外適用への反

対、これらにコミットするすべての政府に、2012 年 11 月

13日には国連総会で封鎖の終了を要求する決議案に再び賛

成票を投じるよう要請する。 
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資料②  第 VI 回 キューバ連帯アジア太平洋地域会議  最終宣言                   

 

我々、第 VI 回キューバ連帯アジア太平洋地域会議への参加

者は、米国や帝国主義大国からの侵略の多くに直面しなけ

ればならなかった英雄的なキューバの人々に私達の支持と

連帯を表明するために２０１２年 10 月 20 日 - 21 日にコ

ロンボ、スリランカ民主社会主義共和国の首都に集まった。 

マルティの言葉 "今日キューバで立ち上がる人々は、これ

までのために立ち上がる"を合唱し、我々は、キューバを擁

護し、その革命や業績は、その進歩的人類の願いを実現す

るために戦い続けるための唯一の方法であることを認識し

ている。 

 

我々だけでなく、アジア太平洋地域でのキューバとの強い

連帯の動きは広がり、22 のアジア太平洋諸国に存在するキ

ューバと連帯する 226 の友好協会やグループだけでなく、

一般の共感者もまた、武器を輸出したり戦争を行わない、

識字率と教育の向上、スポーツトレーナーや教授の派遣提

供していることを宣言する。 

 

- 我々は、米国によって課された、不当な違法行為、経済

封鎖、特にキューバの金融取引や罰金に関する嫌がらせが、

オバマ大統領の政権下で強化されており、それがキューバ

の経済と社会発展に障害をきたしている政策を非難する。 

 

-我々は、オバマ大統領によって、不当に米国の刑務所で

14 年間投獄されたキューバの英雄たちを解放するために、

キューバファイブに対して恥ずべき不正を終了することを

要求する。  - ルネ、ラモン、フェルナンド、ヘラルド、

アントニオ - 誰もがキューバの人々の勇敢さと勇気の一

例である。 

 

-我々、国際的な連帯は、彼らの帰国が実現するのを助ける

唯一の方法である。我々は、キューバファイブが釈放され

るまで、闘いに参加するようにすべての人々呼び掛ける。 

 

- 我々は、テロリスト用の刑務所や拷問センターとして、

不法に米国政府によって占有使用されている、グアンタナ

モ海軍基地、領土の主権をキューバの人々に返すように要

求する。 

 

-我々はまた、米国の政策を正当化するために、負のイメー

ジのキューバ革命プロセスを発信する、帝国主義に奉仕す

るメディアのやり方を非難する。 

 

-我々はすべての可能な手段を用いて、キューバとすべての

市民のより良い未来を築くために、キューバの人々によっ

て行われた作業を促進するために私たちの明確なコミット

メントを再確認する。 

 

- 我々は、独立、主権と経済的に大きなものを維持し、キ

ューバの社会主義を改善するためにがんばっているキュー

バの人々の自決の権利を守るために我々のコミットメント

を宣言する。 

 

-我々は、他の誰も追随を許さないゲリラ闘志、エルネスト

·チェ·ゲバラと同様に社会主義を維持するために自分の生

活を捧げてきた革命的な男性、陸軍将軍と現大統領ラウル·

カストロ、そして最高経営責任者フィデル·カストロは、私

たちのすべての希望である。したがって、私たちはキュー

バの人々とその革命への強いコミットメントと支持を表明

する。 

 

52 年間にわたり、全世界、すべての大陸でキューバ革命の

同志をまとめているキューバ（ICAP）との連帯でもある、

今回の第 VI 回アジア太平洋地域会議。我々はまた、すべて

の社会的正義、すべての男性と女性の平等な権利、多くの

社会的な成果をもたらしたキューバ革命の勝利、第 54 回記

念日にキューバの人々を祝福する。 

 

私たちは、スリランカ国家準備委員会だけでなく、私たち

が受け取った暖かいおもてなしのすべてに対し、キューバ

のすべての友人に、そしてスリランカ政府に、心から感謝

を表現したいと思う。 

我々は、自分自身が強くキューバとその革命にコミットメ

ントを感じ、この国を去る。 

 

第 VI 回 キューバ連帯アジア太平洋地域会議にて 

 

コロンボ、スリランカ、2012 年 10 月 21 日 
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